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排砂 １日後（７′３）は５月調査時に比較 しやや高い濁 り （ＳＳ）であった。

また、 ＢＯＤ及びＣＯＤも５月調査時に比較 し排砂 １日後はやや高い値を示 した。
ＤＯはいずれも飽和率１００％以上であった 。

また、 ＤＯ、 ｐ
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ＤＯはいずれも飽和率１００％以上であった 。
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ＤＯはいずれも飽和率１００％以上であった 。��

また、 ＤＯ、 ｐＨとも湖沼ＡＡ類型の基準内 （ＤＯ≧７．５（ｍｇ′ｌ）、 ６．５≦ｐＨ≦８．５）であった。��
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出 し平ダム直下の観測最大値は、 Ｈ７．１０以降の排砂の うちでＨ１４．７連携排砂時に次いで ２番 目に低い値であっ た。
また、 排砂ゲート開期間の平均値ではＨ７．１０以降の排砂の うちで最小の値であっ た。
宇奈月ダム
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また、 排砂ゲート開期間の平均値ではＨ７．１０以降の排砂の うちで最小の値であっ た。
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河川水質の観測最大値比較表 （１′２）��
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出 し平ダム直下の観測最大値は、 Ｈ７．１０以降の排砂の うちでＨ１４．７連携排砂時に次いで ２番 目に低い値であっ た。��
また、 排砂ゲート開期間の平均値ではＨ７．１０以降の排砂の うちで最小の値であっ た。��
宇奈月ダムよ り下流の観測最大値は、 Ｈ１３．６以降の連携排砂の うちでＨ１７β連携排砂時に次いで ２番目に高い値であっ た 。��
また 、 排砂ゲート開期間の平均値ではＨ１３．６以降の連携排砂の うちで ２番目に高い値であっ た。��
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・ 出 し平ダム直下の観測最大値は、 Ｈ７．１０以降の１２回の排砂の うちで 、 ＢＯＤは中位であり、 ＣＯＤは低位であった 。��
・ 宇奈月ダム直下よ り下流の観測最大値は、 Ｈ１３．６以降の７回の連携排砂の うちで 、 ＢＯＤ・ ＣＯＤは中位であっ た。��
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【５｝�� 【５｝�� 【２５｝�� 【１００｝��

３００��

｛９８｝��
注）① Ｈ７．７大出水時の測定値は、 期間中に １回測定したときの値��
②【）内の数値は、 排砂ゲート開操作開始から全閉までのゲート開期間中の観測値の平均値��
③Ｈ１９年については、 以下の期間の観測値を対象として いる。　 （猫又及び黒薙地点以外の地点 ：排砂ゲート開期間中の観測値を対象 ；　 猫又及び黒薙地点 ：全観測値を対象）��

■ｌ　 猫　 叉　 ｉ出 し平ダム置下��黒　薙　ｌ宇奈月ダム直下ｌ　 愛　本　　下 黒 部 橋ｌｌ�� 備��考��

Ｈ１９．６連携排砂��
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６ｒ３（）２２：００�� 出し平ダム ；　 排砂ゲート開操作開始 （６′２９１６：３０）　 ～　排砂ゲート全閉 （７′０１１１：３４）��

宇奈月ダム ；　 排砂ゲート開操作開始 （６′３０１９；１７）　 ～　排砂ゲート全閉 （７′０１０５；３２）��
④ 網掛け部は、 排砂の影響を受けない出水による観測値��

⑤Ｈ１８年は、 排砂後及び通砂後に出 し平ダム湛水池内の測量が実施できた こ とか ら、 排砂後から第２回通砂後までにおける出 し平ダム湛水池内での土砂変動量 （約１６万ｍ
゛

）が把握されて いる。 上表の 「出 し平ダム排砂量」欄には この値を記載している。��
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（３）　Ｄ０
・ 各地点とも河川ＡＡ類型のＤＯ≧７．５（ｍｇ′ｌ）の値であった。
また 、 ＤＯ飽和率も９５％以上であっ た 。

（３）　Ｄ０
・ 各地点とも河川ＡＡ類型のＤＯ≧７．５（ｍｇ′ｌ）の値であった。
また 、 ＤＯ飽和率も９５％以上であっ た 。

河川水質の観測最大（小）値比較表 （２〆２）��
（３）　Ｄ０��
・ 各地点とも河川ＡＡ類型のＤＯ≧７．５（ｍｇ′ｌ）の値であった。��
また 、 ＤＯ飽和率も９５％以上であっ た 。��

（４）　Ｔ―Ｎ、 Ｔ―Ｐ��
・ 出 し平ダム直下の観測最大値は、 Ｈ７．１０以降の１２回の排砂の うちで 、 Ｔ‐Ｎ及びＴ‐Ｐとも中位であっ た。��
・ 宇奈月ダム直下よ り下流の観測最大値は、 Ｈ１３．６以降の７回の連携排砂の うちで 、 Ｔ‐Ｎ及びＴ‐Ｐとも中位であった。��

出 し平��

ダ　ム��

排砂量��

Ｄ０ （ｍｇ′ｌ）��

黒　薙��
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注）① Ｈ７．７大出水時の測定値は 、 期間中に １回測定 した ときの値��

②ＤＯの（）内の数値は、 ＤＯ観測最小時におけるＤＯ飽和率��

③Ｔ－Ｎ，Ｔ‐ＰのＨ７．１０、Ｈ８．６及びＨ９．７緊急排砂期間中の測定値は、 期間中のＳＳ測定値の最大時��
④ Ｈ１９年については、 以下の期間の観測値を対象として いる。　 （猫又及び黒薙地点以外の地点 ＝排砂ゲート開期間中の観測値を対象 ；　 猫又及び黒薙地点 ；全観測値を対象）��

ｌ　猫　又　 血Ｌ早ダム直下；　 黒　薙��ｌ宇豪月ダム盧下　愛　　本 ｌ下 黒 部 橋‖�� 備　　 考��

Ｈ１９６違携排砂��
６′２９１１；３５；６農９１７；００ｌ６虐９１３：３０��
～み０１１２；００��～７ｍ１１２：００～７ｒ０１１２；００��臨；蹴。��

８Ｊ３｛）２０；００��

蹴；器。５；器。！ｌ��
０３０２１；００　６′３０２２；００�� 出 し平ダム ：　 排砂ゲート開操作開始 （０２９１６：３０）　 ～　排砂ゲート全閉 （７′０１１１；３４）��

宇奈月ダム ：　 排砂ゲート開操作開始 （６′３０１９；１７）　 ～　排砂ゲート全閉 （７′０１０５；３２）��
⑤ 網掛け部は、 排砂の影響を受けない出水による観測償��

⑥Ｈ１８年は、 排砂後及び通砂後に出 し平ダム湛水池内の測量が実施できた こ とか ら、 排砂後か ら第２回通砂後までにおける出 し平ダム湛水池内での土砂変動量 （約１６万ｍ
゜

）が把握されて いる。 上表の 「出し平ダム排砂量」欄にはこの値を記載 して いる。��
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